
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ７ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立所沢高等学校 定時制課程 ） 
 

目 指 す 学 校 像 多様な生徒一人一人に相応し、社会的自立を促す親身あふれる温かい教育       
※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 授業を大切にし、学習意欲を向上させ、基礎学力を定着させる 
２ 家庭や地域との連携を強め、教育活動を一層充実させる 
３ 学校行事等の多様な学びの機会を通じて、社会人として自立できる力を育成する 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者    ５名 

    生徒       ４名 

    事務局(教職員) １０名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  ２ 月  １ 日  現 在 ）  実施日 令和 ８年 ２月 ７日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】 

入学してくる生徒の成育歴は様々であ

り、異なる背景や学習スタイルを持つ

生徒一人一人の学力差が大きい。ま

た、生徒が多様化していることで、異

なる学習ニーズが存在している。 

 

【課題】 

個々の学力等に応じた個別最適な学び

を提供し、特別な支援を必要とする生

徒や異なる学習ニーズを持つ生徒に対

する適切な支援体制を強化していく必

要がある。 

主体的に学ぶ生徒の育成 

①多様化する教室において、異

なるニーズを持つ生徒一人一人

の学力や理解度を把握し、目標

達成に向けた適切な支援を実施

する。 

 

②教材を多様化し、異なる学習

スタイルやニーズに対応するこ

とで、すべての生徒が包括的な

教育を受けられるようにする。 

 

③日本語支援員や学習サポータ

ーなど外部人材を積極的に活用

する。 

①②生徒の授業満足度（昨年

度:84%） 
 

①②主体的に授業に取り組む生徒

の割合（昨年度:75%） 
 

①②日常的に家庭学習を行う生徒

の割合（昨年度:43%） 
 

①②各学期の成績優良者数（昨年

度：平均 22%） 
 

③日本語指導の実施状況（昨年

度:176回） 
 

③外部人材の活用（昨年度:日本語

支援員、スクールカウンセラー、

学習サポーター、地域ボランティ

ア） 

多様な教材活用や個に応じた支援

により、８０%の生徒が授業は分か

りやすいと捉えており、日常的に

家庭学習を行う生徒は３７％と半

数を下回ってはいるが、６７％

（－８pt）の生徒が主体的に授業

に取り組んでいる。学習に困難を

抱える生徒の増加を踏まえると、

一定の水準を維持している。ま

た、成績優良者は２４％（＋

２％）と微増しており、基礎学力

の定着に向けた取組成果が一部に

表れている。日本語支援員や地域

ボランティア等による日本語指導

を１９０回実施し、学習面・心理

面の両面からきめ細かな支援体制

を構築することができている。 

B 

様々な理由により定時制へ入学し

た生徒は、学力の面だけではなく

意欲の面においてもその差が大き

いため、様々な異なるニーズに対

応していくことが求められる。ま

た、日本語能力のため、学習に支

障をきたす生徒もいる。そのた

め、取り組みやすい内容・方法の

提示を行い、学習習慣の定着を段

階的に促進する。引き続き、外部

人材との連携を深化させ、学習面

に加えて「学び続けようとする

力」を育む支援体制の充実を図っ

ていく。 

 

成績優良者の増加とともに、欠点保有者を含む

学習に困難を抱える生徒への対応についても、

教員が生徒に寄り添い、個別に丁寧な指導を継

続することで、学習意欲の向上と安心・安全な

心理的環境の整備を図り、成績向上につなげて

いる。これらの生徒の実態に即した支援体制に

ついて、今後も継続した取組をお願いしたい。 

２ 

【現状】 

様々な成育歴を持つ生徒の多様性を尊

重したアプローチをすることで、個々

のニーズや能力に合わせた支援の必要

性が存在している。 

 

【課題】 

生徒の抱える課題を適切に把握し、保

護者及び地域、外部人材と連携した個

別最適な学びを、教育活動全般をとお

して推進し、安心安全な学習環境づく

りをしていく必要がある。 

地域の一員としての教育

活動の推進 

①生徒の多様なニーズに対応す

るために、地域のリソースや専

門知識を活用する。 

 

②地域の協力を得て、日本語を

母語としない生徒への支援を実

施する。 

 

③中学校や保護者及び地域との

情報共有によって、個別のニー

ズを把握する。 

①地域人材の活用状況（昨年度:国

際協力機構） 

 

②心身の悩みに関する相談に満足

し て い る 生 徒 の 割 合 （ 昨 年

度:76%） 

③保護者の学校理解度と満足度

（昨年度:87%） 

 

②③外部人材や地域機関との連携

状況（昨年度:所沢市青少年多文化

学びサポート） 

国際協力機構との連携を継続的に

行い、専門的視点を取り入れた支

援体制を安定的に運用することが

できている。また、心身の悩みに

関する相談対応については７０％

の生徒が適切に対応していると回

答しており、本校に入学して（さ

せて）良かったという生徒は７

６%、保護者は９４％（＋７％）と

高評価を得られている。引き続き

週１回日本語支援のため、所沢市

青少年多文化学びサポートからの

人材支援、１１月からは日本学習

アカデミーからも人材支援を週１

回実施している。 

A 

長期欠席とまではいかないが、２

学期末現在で欠席日数１０日を超

える生徒が３分の１ほどいる。早

期の学習支援と日本語支援等が可

能となっている点を生かし、家

庭・地域・外部機関との連携をさ

らに密にした支援を行っていく。

また、生徒一人一人の状況に応じ

た「登校しやすい環境づくり」を

進め、安心感のある学校文化のさ

らなる醸成を目指していく。 

仕事による疲労等から学習意欲があっても登校

が難しい生徒や、欠席日数の多い生徒への対応

については、勤労と学業の両立を基本とし生徒

の仕事先と連携を図りながら無理のない学校生

活を支援するとともに、登校の習慣化を最優先

課題として環境整備や個別の働きかけを継続す

ることで、安心して通学を継続できる体制づく

りを進めている。これらの生徒の実情に即した

支援体制について、今後も継続した取組をお願

いしたい。 

３ 

【現状】 

約８割の生徒が本校に入学して良かっ

たとアンケートに回答しているが、約

半数の生徒は今の自分に満足しておら

ず卒業後の目標も持っていない現状が

存在している。 

 

【課題】 

卒業後の自分自身を想像できるように

することで自己効力感を高め、夢や目

標を明確にしていく必要がある。 

社会を生き抜く力の育成 

①生徒の心に寄り添いながら、

生徒が目的意識を持って学校生

活を送れるように支援する。 

 

②学期末行事等をとおして、世

界で活躍する人の話を聞くなど

することで、目的意識を持った

学校生活を送れるように支援す

る。 

 

③個々の能力を最大限に引き出

し、自己効力感を高めること

で、卒業後の目標を持たせる。 

①自己肯定感の高い生徒の割合

（昨年度:57%） 

 

②講演会等での外部講師活用状況

（昨年度:13 回） 

 

③卒業後の目標を持っている生徒

の割合（昨年度:53%） 

 

③ 進 路 決 定 率 の 維 持 （ 昨 年

度:79%） 

学校行事は楽しいと感じる生徒は

６３%と安定しており、加えて積極

的に参加した生徒は６０%（＋５

pt)と前年より増加し、行事をとお

した学びへの意欲が高まってい

る。また、いまの自分に満足して

いる生徒は５１％となり、自己肯

定感の向上につながっている。こ

のような自己理解や進路意識の醸

成に向けた取組が着実な成果を上

げ、卒業後の目標を持っている生

徒は６５%（＋１２p）と大幅に増

加している。なお、進路決定率は

５０％（2/1 現在）であり、今後

の進路指導をとおして最終的には

昨年度水準を目指している。 

A 

卒業後の目標を持ち始めた生徒が

増えている現状を踏まえ、学習活

動や学校行事等で、自己理解・他

者理解を深める機会を意図的に設

定し、自己肯定感の更なる向上を

図っていく。また、生徒が「自分

にもできる」と実感できる成功体

験を積み重ね、社会に出た後も学

び続けられる基礎づくりを進めて

いく。 

学校行事については、楽しいと感じる生徒の割

合が安定し、積極的に参加する生徒が増加する

など、行事を通した学びへの意欲の高まりが見

られるとともに、自分自身に満足している生徒

や卒業後の目標を持つ生徒の割合も増加してお

り、自己理解や進路意識の醸成に向けた取組が

着実に成果につながっている。これらの自己肯

定感の向上と主体的な進路形成を促す支援につ

いて、今後も継続した取組をお願いしたい。 

 

 


